




























要約:小児慢性疾患のトータルケアに関するアンケートを、300床以上の病院 756施設を対

象として実施し、42.3%の回収率を得た。管理上の問題が多い疾患は悪性新生物や喘息であ

った。公費負担制度により経済的問題は少ないが、精神的ケアや患児の教育面の問題が多

い。MSW・心理療法士・教師のニーズは高いが不足している現状である。医療技術の急速な

進歩の中でトータルケアの必要性を痛感すると同時に、体制・人員・設備の不備を指摘す

る声が多い。意識と資源の両面で益々の充実が望まれる。 


